
 1 

令和４年度東郷町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証会議 

会議録 概要 

 

日時：令和４年 12月 26日（月）       

午前 10時 00分から 11時 30分まで  

場所：役場３階 政策審議会室       

 

出席者：神頭座長、杉浦委員、松本委員、稲葉委員、久田委員 

事務局：企画部長兼企画情報課長、企画情報課課長補佐、企画情報課主事 

傍聴者：なし 

 

○ 次第 

 １ あいさつ 

 ２ 第２期東郷町人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略進捗状況について 

 ３ 意見交換 

 

開会 

１ あいさつ 

  企画部長あいさつ 

 

２ 第２期東郷町人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略進捗状況について 

  （資料に基づき事務局から説明） 

 

３ 意見交換 

【座長】 

説明いただいた総合戦略進捗状況について、ご意見・ご質問があればお願いしたい。 

 

【委員】 

  資料 P10 の数値目標に関して、町内従業者数や町内で働く町民の数は増加傾向にあるとあっ

たが、一方で資料 P2では町内の人口は減少しているという話だった。どのように数値を出して

いるのか。 

 

【事務局】 

  町内従業者数については、令和３年度の経済センサスの結果をもとにしている。令和２年度

にららぽーと愛知東郷が開業されたことに伴い、町内従業者数が増加したと考えられる。 

 

【委員】 

  資料 P10の KPIに関して、新規誘致企業数の累計は、令和３年度は 14社とあるが内訳は。 

 

【事務局】 

この数値は、起業した数ではなく町外から新しく企業を誘致した数。本町では、企業を誘致
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するだけでなくスタートアップについても取り組んでいるところ。数値には含まれていないが、

今後もスタートアップに力を入れていきたいと考えている。 

 

【委員】 

  東郷町では、産業だけでなく農業にも力を入れて取り組んでいると思うので、若い人を含め

起業した人達や、実証・実装に取り組んでいる人達を取り込んでいけたら、まちが活性化され、

みんなが住みたくなる、働きたくなるようなまちになると思うので、引き続き取り組んでいた

だきたい。 

 

【委員】 

資料 P14 の数値目標に関して、昼夜間人口比率は増加しているが、これは夜間人口が増えて

いるという認識で良いか。 

 

 【事務局】 

これまで昼間に町外に行く町民が多かったが、現在は昼間も町内にいる町民が増えたという

イメージ。なお、資料 P10 の町内従業者数は町内の事業所で働く人の数であり、町外の人も含

まれているが、資料 P14の昼夜間人口比率は町民のみが対象となっている。 

 

【委員】 

  資料 P5 の図表８「年代別の純移動数」で０～４歳は増加しているが、20～24 歳は減少して

いる。０～４歳については、過去に取り組んできた子育て施策の効果なのか、20～24歳につい

ては、要因や原因を把握しているのか。 

 

【事務局】 

０～４歳については、P3⑵の出生数と死亡数の差し引きを表した図表４を見ていただくと、

以前の本町は、出生数の方が死亡数よりも多かったが、2020年からは死亡数の方が出生数より

も多くなっている。しかし、生まれてからは本町に住み続けていただいているので、P5のよう

なグラフになっている。また、20～24歳については、進学や就職を機に本町から離れてしまっ

たのではないかと考えている。 

子育て施策については、今回の議会で 24歳までの入院費無料化などが承認された。本町には

大学はないが、東郷町から通っていただけるように取組を進めたいと考えている。子育て世帯

や学生を増やしていけるような施策を今後も準備していきたい。 

 

【座長】 

  セントラル地区にサービスが集中するとバスも活性化するのでいい循環になる。基盤となる

産業が安定すれば人口も大きく減少はしない。産業のバランスが大切になってくる。 

 

【事務局】 

  産業については大きく三つ考えている。一つ目は、三好 IC付近の諸輪東部へ企業誘致をする

こと。二つ目は、セントラル地区に商業施設や医療機関などのソフト施設や宿泊施設の整備を

進め、バスの活性化にも繋げたいこと。三つ目は、農業の推進に関することとして、今まで通

りの農業ではなく、農林水産省から依頼を受けオーガニックビレッジ宣言に向けて準備を進め

るとともに、農業関係の企業や担い手を今後取り込んでいきたい。 
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【委員】 

  他市町村でも脱炭素化の取組は進んできている。脱炭素化や低炭素化に向けて町の方針は。 

 

 【事務局】 

  家庭向けには、プラスチックごみの回収を新年度から取り組む予定。 

  企業向けには、EV化に取り組む企業に何かしらの支援ができるようにしたいと考えている。 

 

【委員】 

  先ほど宿泊施設の話があったが、ジブリパークが出来て、観光で来られる人流を活用できな

いか。 

 

【事務局】 

  宿泊施設がきっかけになればいいと考えている。 

 

【座長】 

赤池駅までバスを伸ばせないか。 

 

【事務局】 

  民間バス事業者で、赤池駅まで行けるルートが３本ある。 

  町のコミュニティバスは日進駅と米野木駅まで行ける。民間バス事業者との兼ね合いがある

ため、町のコミュニティバスも赤池駅まで伸ばすというのは難しい。 

 

【委員】 

  子ども達が遊んだりスポーツできるような公園はこの先の計画であるのか。子育てしていく

中で大切になってくると思う。 

 

【事務局】 

  公園については積極的に整備を進めていきたい。昨年は上城さくら公園ができて、現在は上

鏡田公園の整備を進めている。既存の公園の遊具についても修理を進めていく方針。 

 

【座長】 

  こども食堂をつくる計画はあるのか。 

 

【事務局】 

  本町でも過去に検討してきた。担い手と条件が揃えば実施したいと考えている。現在はこど

も食堂ではないが、町内の NPO法人がそれに近いような形で取り組んでいる。 

 

 

【事務局】 

本日いただいたご意見を踏まえて、町長を本部長とする推進本部会議に報告させていただく。 

 

以上 


